
１

はじめに
　米州、アジア太平洋地域、欧州の三極で、持ち回りで

開催される ITS 世界会議が、2018 年はデンマーク・コ

ペンハーゲンで開催されました。第 25 回 ITS 世界会議

の概要と会議での当機構の活動などについて紹介します。

会議の概要
　会議の概要は次のとおりです。

・期間：2018 年９月 17 日（月）～　９月 21 日（金）

・会場：デンマーク・コペンハーゲン Bella Center

・テーマ：“ITS – Quality of Life”  ― ITS – 生活の質―

　参加国・地域数は 96 カ国・地域、参加者数は約

10,000 人でした。
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表１　過去の ITS 世界会議参加動向

2009
ストック
ホルム

2010
釜山

2011
オーランド

2012
ウィーン

2013
東京

2014
デトロイト

2015
ボルドー

2016
メルボルン

2017
モントリ
オール

2018
コペンハー
ゲン

参加国数 64 ヶ国 84 ヶ国 59 ヶ国 91 ヶ国 60 ヶ国 57 ヶ国 102 ヶ国 73 ヶ国 54 ヶ国 96 ヶ国

会議
登録者数 2,801 人 4,317 人

6,510 人 10,000 人
3,700 人 2,462 人 3,871 人 非公表 非公表 約 2,400 人

展示会
来場者数 8,512 人 38,700 人 10,000 人 9,140 人 12,249 人 11,496 人 6,000 人 約 10,000 人

出展数 254 団体 213 団体 236 団体 345 団体 238 団体 330 団体 433 団体 278 団体 301 団体 400 団体

写真１　会場外観
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Service）、CAV（Connected and Automated Vehicle）

のセッションで、これらのセッションでは立ちの聴講者

も多くて部屋に入れないほどの盛況でした。セッション

発表の部屋は、今までの ITS 世界会議の中で最も狭い

２－１　開会式

　開会式は、10 月 17 日に行われ、コペンハーゲン市 

技術環境担当　Ninna Hedeager Olsen 氏、コペンハー

ゲン市 市長　Frank Jensen 氏、日本から総務省総合通

信基盤局電波部長　田原 康生 氏、EU から ITS Europ 

会長 Angelos Amditis 氏、最後にデンマーク　フレデ

リック皇太子の挨拶がありました。

　開会式終了後には、テープカットが行われました。

２－２　セッション

　ITS 世界会議コペンハーゲンは、プレナリーセッショ

ンと政府関係者、研究者そして民間企業の技術者が発表

するエグゼクティブセッション、スペシャルイセッショ

ンやテクニカルセッションがあり、セッション数は 250

でした。

　今年の ITS 世界会議の注目は、MaaS（Mobility as a 

出典：ITS世界会議ツイッター
写真３�　第 24回 ITS 世界会議モントリオール　テープ

カット

コペンハーゲン市�技術環境担当
Ninna�Hedeager�Olsen�氏

総務省　総合通信基盤局電波部長
田原�康生�氏

コペンハーゲン市�市長
Frank�Jensen�氏

ERTICO会長
Angelos�Amditis 氏

デンマーク
フレデリック皇太子

写真２　開会式のスピーチ
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州の企業が多く出展し、モビリティサービス関連や自動

運転関連の展示が目立ちました。展示会場の広さは、昨

年のモントリオール大会よりもやや広い規模でした。出

展団体の数は昨年より増加して 400 団体（昨年 301 団体）

でした。

　今回の展示会場には、日本から 34 企業 ･ 団体（昨年

は 31 企業 ･ 団体）の展示がありました。日本ブースには、

ITS Japan、内閣府、経産省、国交省（道路局）、総務

省（ARIB）、VICS、U 協、ITS-TEA、DRM、HIDO、

NEXCO ３社、首都高、阪神高速、富士通、三菱電機、

NEC、住友電工、東芝、ゼンリン、JTEKT、Micware、

アイシンスチィール、ダイナミックマップ、KDDI、

PTV ジャパンが合同で出展し、展示会場の初日には

Japan ブースにて日本企業 ･ 団体のテープカットが行わ

れました。

部屋でした。

　その他のセッションでは、セキュリティ、自動運転、

Smart City や通信関係のセッションにも多くの聴講者

がいました。

　自動運転関連のセッションでは、新しい技術の報告よ

りも法律、規則を変更すれば実現できるという前提状況

の報告が目立ちました。自動運転車の交通事故、死亡事

故に関連した話題もいくつかありました。

　セッションの聴講者数を見ますと、モビリティサービ

ス、コネクテッドビークル（つながる車）そして、セキ

ュリティに関心、興味があるように感じました。

２－３　展示会場

　展示は、ITS America、ERTICO、ITS Japan、ITS 

Korea などの各国の ITS 機関や ITS 関連の民間企業が

出展していました。欧州での開催ということもあり、欧

写真４　セッション会場
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ϙჇᵒώἍἕἉἹὅ会ئᴾ

㸰㸫㸰� セッション 
ITS 世界会議コペンࣁーࢤンは、ࣞࣉナリーセッションとᨻᗓ㛵ಀ⪅、◊✲⪅ࡑしてẸ㛫௻ᴗのᢏ⾡⪅がⓎ⾲

するࢮࢢ࢚クティブセッション、スペシࣕル࢖セッションやテクニカルセッションがあり、セッションᩘは 250
でした。 
今ᖺの ITS世界会議のὀ┠は、0DDS㸦0RELOLW\ DV D SHUYLFH）、&$9㸦&RQQHFWHG DQG $XWRPDWHG 9HKLFOH ）

のセッションで、ࡇれࡽのセッションでは❧ࡕの⫈ㅮ⪅ࡶ多ࡃて部ᒇにධれ࡞い࡝࡯の┒況でした。セッション

Ⓨ⾲の部ᒇは、今までの ITS世界会議の୰で最ࡶ⊃い部ᒇでした。 
の⫈ㅮ⪅がࡃ多ࡶリティ、自動運転、SPDUW &LW\や㏻ಙ㛵ಀのセッションにࣗ࢟の他のセッションでは、セࡑ

いました。 
自動運転㛵㐃のセッションでは、新しいᢏ⾡の報告ࡼりࡶἲᚊ、つ๎をኚ᭦すれࡤᐇ⌧でࡁるとい࠺๓提状況

の報告が┠❧ࡕました。自動運転車の஺㏻஦ᨾ、Ṛஸ஦ᨾに㛵㐃したヰ㢟ࡶいࡃつ࠿ありました。 
セッションの⫈ㅮ⪅ᩘをぢますと、モビリティサービス、コネクテッドビークル㸦つ࡞がる車）ࡑして、セ࢟

ࣗリティに㛵ᚰ、⯆࿡がある࠺ࡼにឤࡌました。 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㼏㼛㼚㼚㼑㼏㼠㼑㼐㻌㼢㼑㼔㼕㼏㼘㼑䛾セ䝑䝅䝵ン㻌
㻹㼍㼍㻿䛾セ䝑䝅䝵ン㻌

写真５　展示会場入口 写真６　展示会場内
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motors、KeoLIS）、V2X の C-ITS は信号情報提供がメ

インのサービス、自動駐車システムはディスプレイを使

った説明のみでした。

　デモンストレーション全体として、昨年と比べると小

規模という感じで、自動運転車により新たなモビリティ

サービス、自動運転車の安全対策（センサーの精度など）

をアピールした内容が目立ちました。

２－４　デモンストレーション

　今年の世界会議では、自動運転や V2X などのデモン

ストレーションが９種類（小型自動運転バスが４つ、

C-ITS が４つ、自動駐車システムが１つ）実施されまし

た。

　小型自動運転バスで新しいタイプが２台（local 

写真７　日本ブース　テープカット  
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㸰㸫㸲�  モンストࣞーションࢹ
今ᖺの世界会議では、自動運転や92;࡝࡞のࢹモンストࣞーションが9✀㢮㸦ᑠᆺ自動運転ࣂスが4つ、&-ITS

が4つ、自動㥔車システ࣒が1つ）ᐇ施されました。 
ᑠᆺ自動運転ࣂスで新しいタࣉ࢖が2ྎ㸦ORFDO PRWRUV、.HR/IS）、92;の&-ITSはಙྕ情報提供がメ࢖ンの

サービス、自動㥔車システ࣒はࢹィス࢖ࣞࣉを౑ࡗたㄝ᫂のࡳでした。 
モビリティ࡞り新たࡼで、自動運転車にࡌឤ࠺るとᑠつᶍとい࡭モンストࣞーション඲యとして、᫖ᖺとẚࢹ

サービス、自動運転車のᏳ඲対⟇㸦センサーの⢭ᗘ࡝࡞）をアࣆールした内容が┠❧ࡕました。 
でྠྜ࠿ఱ社、ࡃ࡞モンストࣞーションではࢹ㸯社༢⊂のࡽ࠿モンストࣞーションをᐇ施する௻ᴗは、᫖ᖺࢹ

 。たとᛮいますࡁて࠼モンストࣞーションがቑࢹたࡏࢃྜࡳ⤌れのᢏ⾡をࡒれࡑ
92;㸦車車㛫、路車㛫）のࢹモンストࣞーションは㐣ཤの世界会議でᐇ施された内容を෌ᗘᐇ施していました。 
 

㸦1）ᑠᆺ自動運転ࣂス 
O࣭RFDO PRWRUV㸦アメリカの௻ᴗ） 
車యには*RRJOH 0DS、*3S、ࣞーࢲー、/L'$5が⿦備され、/L'$5で㞀ᐖ物を᳨▱し、ࣞーࢲーで㞀

ᐖ物の㊥㞳を測定して、㞀ᐖ物があると、/L'$5の情報を車がุ᩿して㞀ᐖ物を㑊ࡅて㉮⾜しました。 
車の๓をேがᶓษࡗたとࡁはࣞーࢲーで㊥㞳ุ᩿して೵Ṇしていました。 
今までのᑠᆺ自動運転ࣂスは、㞀ᐖ物があると೵Ṇし、オペࣞーターがᡭ動で᧯సしていましたが、ࡇの

車は自車でุ᩿して㉮⾜していました。 
࣭.HR/IS、$855I*2、85%$1 -81*/( 

.HR/IS はࣛࣇンスの஺㏻会社ࢢルーࣉ、.HR/IS と 1$9<$ がඹྠして㛤Ⓨしたᑠᆺ自動運転ࣂス、車

両には/L'$5、カメࣛ、スࣕ࢟ナー、*3S を⿦備し、最㧗㏿ᗘ70NP/K がྍ⬟とのࡇと。カメࣛはオペࣞ

ーターの┘視⏝としてᦚ㍕されています。 
 
 

ϙჇᵖώଐஜ˖ಅブὊἋᴾ写真８　日本企業ブース
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て停止していました。

　今までの小型自動運転バスは、障害物があると停止し、

オペレーターが手動で操作していましたが、この車両は

自車で判断して走行していました。

・KeoLIS、AURRIGO、URBAN JUNGLE

　KeoLIS はフランスの交通会社グループ、KeoLIS と

NAVYA が共同して開発した小型自動運転バス、車両

には LiDAR、カメラ、スキャナー、GPS を装備し、最

高速度 70km/h が可能とのこと。カメラはオペレーター

の監視用として搭載されています。

・AURRIGO

　AURRIGO は会場から鉄道の駅までを NAVYA の

ARMA を運用していました。

・URBAN JUNGLE

　デモンストレーションを実施する企業は、昨年から１

社単独のデモンストレーションではなく、何社か合同で

それぞれの技術を組み合わせたデモンストレーションが

増えてきたと思います。

　V2X（車車間、路車間）のデモンストレーションは過

去の世界会議で実施された内容を再度実施していました。

（１）小型自動運転バス

・local motors（アメリカの企業）

　車体には Google Map、GPS、レーダー、LiDAR が装

備され、LiDAR で障害物を検知し、レーダーで障害物

の距離を測定して、障害物があると、LiDAR の情報を

車両が判断して障害物を避けて走行しました。

　車両の前を人が横切ったときはレーダーで距離判断し

写真９　local�motors

写真 10　小型自動運転バス車両
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信号情報以外の情報提供も検討しているそうです。

（３）V2Xデモンストレーション（C-ITS のデモンスト

レーション）

・Q-Free

　自転車に車載器とタブレットを装着して、信号情報、

駐車場案内、課金システムを体するデモンストレーショ

　URBAN JUNGLE はレーダー会社の ibeo が主体とな

って自動走行の体験乗車を実施し、障害物が現れた時の

緊急停止の安全性能を体験できました。

（２）V2Xデモンストレーション

・C-MOBILE 

　使用するコミュニケーションメディアは GPS、G5

（5.9GHz）、セルラーで、情報は G5 で提供する仕組みで

した。G5 の通信距離は 300m とのことでした。

　サービスは、工事情報、信号情報、逆走防止情報、事

故情報をドライバーに提供する内容でした。

・WAY2 

　北欧４ヶ国において、インターネットを利用した情報

提供システムのデモンストレーション。

　サービスは、信号機の情報をクラウドに上げて、その

信号に近づいた車に情報提供を行う内容でした。将来は
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㸦3）92;ࢹモンストࣞーション㸦&-ITSのࢹモンストࣞーション） 
࣭4-)UHH 

自転車に車㍕ჾとタブࣞットを⿦╔して、ಙྕ情報、㥔車ሙ᱌内、課金システ࣒をయするࢹモンストࣞ

ーションが⾜ࢃれていました。 
࣭S:$5&2 

ス࣐ート࢛ࣇンを฼⏝した自転車࡬のಙྕ情報提供システ࣒が⾜ࢃれていました。 
ಙྕ情報はクࣛ࢘ドサーࣂにୖがり、ス࣐ート࢛ࣇンの *3S で㏆ࡃのಙྕ情報がス࣐ート࢛ࣇンに提

供されます。*3Sのㄗᕪで㐪࠺ಙྕ情報が⾲♧されるࡇとがḞⅬとのࡇと。 
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ϙჇᵏᵒώᵱᵵᵟᵰᵡᵭỉἙἴὅἋἚἾὊἉἹὅᴾ

4-)UHH 

S:$5&2 ㉥ಙྕがኚࢃ

る᫬㛫を⾲♧ 

自転車のಙྕがࢢリーンの᫬、ス࣐ー

ト࢛ࣇンの⏬㠃にࢢリーンが⾲♧ 

ϙჇᵏᵑώᵯᵋᵤᶐᶃᶃỉἙἴὅἋἚἾὊἉἹὅᴾ写真 13　Q-Free のデモンストレーション
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ϙჇᵏᵏώ&-02%I/(ᴾἙἴὅἋἚἾὊἉἹὅᴾ

ϙჇᵏᵐώ:$<2ἙἴὅἋἚἾὊἉἹὅᴾ

㸦2）92;ࢹモンストࣞーション 
࣭&-02%I/(  

౑⏝するコ࣑ࣗニࢣーションメࢹィアは *3S、*5㸦5�9*+]）、セルࣛーで、情報は *5 で提供する௙

 。とでしたࡇでした。*5の㏻ಙ㊥㞳は300Pとのࡳ⤌
サービスは、ᕤ஦情報、ಙྕ情報、㏫㉮㜵Ṇ情報、஦ᨾ情報をドࣛࣂ࢖ーに提供する内容でした。 

࣭:$<2  
໭欧4ࣨ国に࠾いて、࢖ンターネットを฼⏝した情報提供システ࣒のࢹモンストࣞーション 
サービスは、ಙྕᶵの情報をクࣛ࢘ドにୖࡆて、ࡑのಙྕに㏆࡙いた車に情報提供を⾜࠺内容でした。

ᑗ᮶はಙྕ情報以外の情報提供᳨ࡶウしている࠺ࡑです。 
 

デモ車両

大きいアンテナは
GPSとG5
棒状はセルラー

路側機

工事情報 信号情報

 
 
 
 

デモ車両 信号情報
 

 
 

 
 
 

写真 11　C-MOBILE�デモンストレーション
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࣭&-02%I/(  

౑⏝するコ࣑ࣗニࢣーションメࢹィアは *3S、*5㸦5�9*+]）、セルࣛーで、情報は *5 で提供する௙

 。とでしたࡇでした。*5の㏻ಙ㊥㞳は300Pとのࡳ⤌
サービスは、ᕤ஦情報、ಙྕ情報、㏫㉮㜵Ṇ情報、஦ᨾ情報をドࣛࣂ࢖ーに提供する内容でした。 

࣭:$<2  
໭欧4ࣨ国に࠾いて、࢖ンターネットを฼⏝した情報提供システ࣒のࢹモンストࣞーション 
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ᑗ᮶はಙྕ情報以外の情報提供᳨ࡶウしている࠺ࡑです。 
 

デモ車両
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GPSとG5
棒状はセルラー

路側機

工事情報 信号情報

 
 
 
 

デモ車両 信号情報
 

 
 

 
 
 

写真 12　WAY２デモンストレーション
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ンが行われていました。

・SWARCO

　スマートフォンを利用した自転車への信号情報提供シ

ステムが行われていました。

　信号情報はクラウドサーバに上がり、スマートフォン

の GPS で近くの信号情報がスマートフォンに提供され

ます。GPS の誤差で違う信号情報が表示されることが

欠点とのこと。

２－５　閉会式

　９月 21 日の午後に閉会式が行われました。

　閉会式では技術論文の優秀者発表、来年のシンガポー

ル大会および再来年（2020 年）のロサンゼルス大会の

紹介が行われました。

　最後には恒例のパッシング・ザ・グローブパッシング

で、今大会の委員長から次回シンガポール大会の委員長

へ地球儀を模した ITS 世界会議のシンボルが手渡され

ました。

HIDOの活動

３－１　映像・パネルによる展示

　当機構は、国土交通省道路局、東日本高速道路、中日

本高速道路、西日本高速道路、首都高速道路、阪神高速

道路等と共同で、道路グループとして映像及びパネルを

3
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㸦3）92;ࢹモンストࣞーション㸦&-ITSのࢹモンストࣞーション） 
࣭4-)UHH 

自転車に車㍕ჾとタブࣞットを⿦╔して、ಙྕ情報、㥔車ሙ᱌内、課金システ࣒をయするࢹモンストࣞ

ーションが⾜ࢃれていました。 
࣭S:$5&2 

ス࣐ート࢛ࣇンを฼⏝した自転車࡬のಙྕ情報提供システ࣒が⾜ࢃれていました。 
ಙྕ情報はクࣛ࢘ドサーࣂにୖがり、ス࣐ート࢛ࣇンの *3S で㏆ࡃのಙྕ情報がス࣐ート࢛ࣇンに提

供されます。*3Sのㄗᕪで㐪࠺ಙྕ情報が⾲♧されるࡇとがḞⅬとのࡇと。 

 
 
 

�   
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ϙჇᵏᵒώᵱᵵᵟᵰᵡᵭỉἙἴὅἋἚἾὊἉἹὅᴾ

4-)UHH 

S:$5&2 ㉥ಙྕがኚࢃ

る᫬㛫を⾲♧ 

自転車のಙྕがࢢリーンの᫬、ス࣐ー

ト࢛ࣇンの⏬㠃にࢢリーンが⾲♧ 

ϙჇᵏᵑώᵯᵋᵤᶐᶃᶃỉἙἴὅἋἚἾὊἉἹὅᴾ

写真 14　SWARCOのデモンストレーション

写真 15　コペンハーゲン市�技術環境担当
Ninna�Hedeager�Olsen�氏

写真 16　パッシング・ザ・グローブセレモニー
コペンハーゲンからシンガポールへ
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１

おわりに

　ITS 世界会議コペンハーゲン大会を振り返ってみると、

セッションでは MaaS（Mobility as a Service）、CAV

（Connected and Automated Vehicle）は部屋に入れな

いほどの盛況で、モビリティサービスとコネクテッドビ

ークルが注目されていることが分かりました。デモンス

トレーションでは小型自動運転バスが主となっていまし

た。展示では、欧州の企業が多く、モビリティサービス

の展示が目立ちました。

　閉会式において、今後の ITS 世界会議の内容につい

て紹介がありました。2019 年シンガポール大会はスマ

ートシティをテーマ、2020 年ロサンゼルス大会は車と車、

車とインフラ設備をつなげるコネクテッドビークルをテ

ーマ、2021 年のハンブルク大会はモビリティサービス

をテーマに開催する紹介がありました。

4中心とする展示を行いました。

　道路局からは ETC2.0 サービスとして、安全運転支援

やプローブ情報の活用、モビリティサービス、中山間地

域の自動運転の取り組みについて映像およびパネルで紹

介しました。

　道路会社からは安全でスムーズな交通に向けての ITS

の取り組みについてパネルで紹介しました。

　関係団体からは道路管理の高度化や新たな道路課金、

国際標準化活動などの取り組みについてパネルで紹介し

ました。
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ϙჇᵏᵕώᢊែブὊἋểޒᅆἣ἟ルᴾ

㸱．+I'2のά動 
㸱㸫㸯� ᫎീ࣭ࣃネルにࡼるᒎ♧ 
当ᶵᵓは、国ᅵ஺㏻┬道路ᒁ、ᮾ日ᮏ㧗㏿道路、୰日ᮏ㧗㏿道路、す日ᮏ㧗㏿道路、㤳㒔㧗㏿道路、㜰⚄㧗㏿

道路➼とඹྠで、道路ࢢルーࣉとしてᫎീཬࣃࡧネルを୰ᚰとするᒎ♧を⾜いました。 
道路ᒁࡽ࠿は(T&2�0サービスとして、Ᏻ඲運転ᨭ᥼やࣉローブ情報のά⏝、モビリティサービス、୰ᒣ㛫ᆅ

ᇦの自動運転のྲྀり⤌ࡳについてᫎീࣃࡧࡼ࠾ネルで⤂௓しました。 
道路会社ࡽ࠿はᏳ඲でス࣒ー࡞ࢬ஺㏻にྥࡅての ITSのྲྀり⤌ࡳについてࣃネルで⤂௓しました。 
㛵ಀᅋయࡽ࠿は道路⟶⌮の㧗ᗘ໬や新た࡞道路課金、国際ᶆ‽໬ά動࡝࡞のྲྀり⤌ࡳについてࣃネルで⤂௓し

ました。 
 

 

 

 

 
㸲．ࢃ࠾りに 

ITS世界会議コペンࣁーࢤン኱会を᣺り㏉ࡗてࡳると、セッションでは0DDS㸦0RELOLW\ DV D SHUYLFH）、&$9
㸦&RQQHFWHG DQG $XWRPDWHG 9HKLFOH ）は部ᒇにධれ࡞い࡝࡯の┒況で、モビリティサービスとコネクテッドビ

ークルがὀ┠されているࡇとが分࠿りました。ࢹモンストࣞーションではᑠᆺ自動運転ࣂスが主とࡗ࡞ていまし

た。ᒎ♧では、欧州の௻ᴗが多ࡃ、モビリティサービスのᒎ♧が┠❧ࡕました。 
㛢会式に࠾いて、今後の ITS 世界会議の内容について⤂௓がありました。2019 ᖺシン࣏࢞ール኱会はス࣐ー

トシティをテー2020、࣐ᖺロサンࢮルス኱会は車と車、車と࢖ンࣛࣇ設備をつࡆ࡞るコネクテッドビークルをテ

ー2021、࣐ᖺのࣁンブルク኱会はモビリティ サービスをテー࣐に㛤ദする⤂௓がありました。 
 

以  ୖ

写真 17　道路ブースと展示パネル
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